
1/3

○加悦椿文化資料館条例 

平成１８年３月１日 

条例第１０６号 

改正　平成１８年６月２３日条例第２２９号 

（設置） 

第１条　椿文化に係る資料等の収集保存及び活用により、地域文化の向上及び研究活動の振

興に資するため、椿文化資料館を設置する。 

（名称及び位置） 

第２条　椿文化資料館の名称及び位置は、次のとおりとする。 

(1)　名称　加悦椿文化資料館 

(2)　位置　与謝野町字滝１９８６番地 

（入館料） 

第３条　加悦椿文化資料館（以下「資料館」という。）に入館しようとする者は、別表に定

める入館料を納付しなければならない。 

（入館の制限等） 

第４条　与謝野町教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、次の各号のいずれかに該

当する者の入館を拒否し、又は退館を命ずることができる。 

(1)　公の秩序を乱し、善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(2)　施設、展示品、備品等を損傷するおそれがあるとき。 

(3)　管理運営上支障があると認めるとき。 

(4)　その他教育委員会が利用を不適当と認めるとき。 

（入館料の減免） 

第５条　町長が特に必要があると認めたものについては、第３条の入館料の全部又は一部を

免除することができる。 

（入館料の不還付） 

第６条　既納の入館料は、還付しない。ただし、町長が特別の事由があると認めるときは、

その全部又は一部を還付することができる。 

（原状回復の義務等） 

第７条　資料館の建物、資料、設備、その他の器具等を損傷し、又は滅失させた者は、これ

を原状に回復し、又はこれに要する費用を負担しなければならない。 

（指定管理者による管理） 
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第８条　町長は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２４４条

の２第３項の規定に基づき、法人その他の団体であって町長が指定するもの（以下「指定

管理者」という。）に資料館の管理に関する業務のうち次に掲げる業務を行わせることが

できる。 

(1)　資料館の施設、付属設備の維持管理及び利用に関する業務 

(2)　その他町長が必要と認める業務 

２　前項の規定により町長が指定管理者に同項各号に掲げる業務を行わせる場合における

この条例の適用については、第４条中「与謝野町教育委員会（以下「教育委員会」という。）」

とあり、第５条及び第６条中「町長」とあるのは「指定管理者」と読み替えるものとする。 

（利用料金） 

第９条　町長は、法第２４４条の２第８項の規定により、適当と認めるときは、指定管理者

に資料館の利用に係る料金（以下「利用料金」という。）を当該指定管理者の収入として

収受させることができる。この場合において、第３条、第５条及び第６条並びに別表中「入

館料」とあるのは「利用料金」と読み替えるものとする。 

２　前項の規定により利用料金を指定管理者の収入として収受させる場合において、利用者

は当該指定管理者に利用料金を支払わなければならない。 

３　前項に規定する利用料金の額は、別表に定める額を上限として、指定管理者があらかじ

め町長の承諾を得て定める。これを変更しようとするときも同様とする。 

（委任） 

第１０条　この条例の施行に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。 

附　則 

（施行期日） 

１　この条例は、平成１８年３月１日から施行する。 

（経過措置） 

２　この条例の施行の日の前日までに、合併前の加悦町椿文化資料館の設置及び管理に関す

る条例（平成８年加悦町条例第９号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、

この条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

附　則（平成１８年６月２３日条例第２２９号） 

（施行期日） 

１　この条例は、平成１８年９月１日から施行する。 

（経過措置） 
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２　この条例の施行の日の前日までに、改正前の加悦椿文化資料館条例の規定に基づき行わ

れた手続その他の行為は、この条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

別表（第３条関係） 

備考 

１　「一般」とは、学齢に達しない者、小学生及び中学生以外の者をいう。 

２　「団体」とは、８人以上のものをいう。 

３　学齢に達しない者については、入館料を徴収しない。 

 
区分 入館料

 
小・中学生 一般

 
個人 １００円 ２００円

 
団体 ５０ １５０
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○加悦椿文化資料館条例施行規則 

平成１８年３月１日 

教育委員会規則第３８号 

改正　令和元年６月２７日教委規則第２号 

令和５年９月２９日教委規則第６号 

令和７年３月２５日教委規則第２号 

令和７年１１月２１日教委規則第５号 

令和７年１１月２１日教委規則第６号 

（趣旨） 

第１条　この規則は、加悦椿文化資料館条例（平成１８年与謝野町条例第１０６号。以下「条

例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（開館時間） 

第２条　加悦椿文化資料館（以下「資料館」という。）の開館時間は、午前９時から午後５

時までとする。 

２　教育長（条例第８条第１項の規定により、指定管理者に資料館の管理を行わせる場合は、

指定管理者（以下「指定管理者」という。）とする。第８条を除き、以下同じ。）は、特

に必要があると認めるときは、開館時間を変更することができる。 

（休館日） 

第３条　資料館の休館日は、次のとおりとする。ただし、教育長が特に必要があると認める

ときは、これを変更し、又は臨時に休館日若しくは開館日を設けることができる。 

(1)　毎週月曜日。ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８

号）に規定する休日に当たるときは、その後の日で最も近い休日でない日 

(2)　１月１日から同月３日まで及び１２月２９日から同月３１日まで 

（入館券の交付） 

第４条　条例第３条の規定により、入館料（指定管理者に資料館の管理を行わせる場合は、

利用料金（以下「利用料金」という。）とする。以下同じ。）を納付した者には、入館券

又は領収書を交付する。 

２　前項の入館券の種類及び様式は、教育長が別に定める。 

（招待券） 

第５条　教育長は、必要があると認める場合は、招待券を発行することができる。 

（入館料の減免） 
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第６条　条例第５条の規定による入館料を減免できる場合及び減免額は、次のとおりとする。 

(1)　町内の小学校、中学校、幼稚園及びこども園による教育活動又は保育所及びこども

園による保育活動のため入館するとき　全額 

(2)　身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者福祉手帳の交付を受けている者（次項に

おいて「手帳所持者」という。）及びその介護者が入館するとき　２分の１に相当する

額 

(3)　その他教育長が特別の事由があると認めるとき　その都度教育長が定める額 

２　前項の規定により、入館料の減免を受けようとする者は、あらかじめ入館料減免除申請

書を町長に提出しなければならない。この場合において、前項第２号に該当する者（手帳

所持者に限る。）は、そのことを証明する書類（携帯型通信端末の画面に表示する方法に

よるもの（町長が別に認めるアプリケーションを介して当該事項を表示し、かつ、マイナ

ポータルと連携していることが認められるものに限る。）を含む。）を提示しなければな

らない。 

（行為の制限） 

第７条　資料館においては、次に掲げる行為をしてはならない。 

(1)　みだりに火気を使用する等、施設に危険を及ぼす行為をすること。 

(2)　資料館及びその敷地内で喫煙すること。 

(3)　危険物又は動物を持ち込むこと。 

(4)　施設、展示品、その他の資料等を損傷するおそれのある行為をすること。 

（その他） 

第８条　この規則に定めるもののほか、必要な事項は、教育長が別に定める。 

附　則 

（施行期日） 

１　この規則は、平成１８年３月１日から施行する。 

（経過措置） 

２　この規則の施行の日の前日までに、合併前の加悦町椿文化資料館管理運営規則（平成８

年加悦町規則第１４号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この規則の相

当規定によりなされたものとみなす。 

附　則（令和元年６月２７日教委規則第２号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附　則（令和５年９月２９日教委規則第６号） 
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この規則は、令和５年１０月１日から施行する。 

附　則（令和７年３月２５日教委規則第２号） 

この規則は、令和７年４月１日から施行する。 

附　則（令和７年１１月２１日教委規則第５号） 

この規則は、令和８年４月１日から施行する。 

附　則（令和７年１１月２１日教委規則第６号） 

この規則は、令和８年４月１日から施行する。 
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